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ローマ周辺における「シルウェステルの竜退治」図像
はじめに
　シルウェステル 1世は、キリスト教を公認した
ローマ皇帝コンスタンティヌス 1世（在位 306-
37）の治下、ローマ司教（在位 314-335）を務めた
人物である。シルウェステルに関しては、皇帝への
洗礼を含めた数々の逸話が『シルウェステル伝』と
『コンスタンティヌスの寄進状（以下、『寄進状』）』
によって伝えられ、モザイク、フレスコ画、浮彫、
写本挿絵に表されてきた⑴。
　ラツィオ州、ローマとその周辺の聖堂には、11
世紀末から 13世紀にかけて制作された聖堂装飾が
数多く現存する。これらの聖堂の壁面はモザイクや
フレスコ画で装飾され、創世記、キリスト伝、聖人
伝が主題となった。とりわけ 12世紀から 13世紀
にはシルウェステルとコンスタンティヌス帝のエピ
ソードが繰り返し描かれ、先行研究はこれらの作例
とローマ教皇庁の政治的・宗教的政策との関連性を
指摘してきた。
　ローマ近郊、ティヴォリには、シルウェステルに
献堂されたサン・シルヴェストロ聖堂が建つ⑵。創
建の時期が知られていないものの、現在の聖堂建築
は 12世紀に遡ると考えられる。同聖堂には、シル
ウェステルの生涯を表す説話場面（シルウェステル
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Abstract
　Saint Sylvester was the Pope, the head of the Catholic Church. During his pontificate, the great churches were 
built in Rome by Emperor Constantine the Great.
　The Church of San Silvestro in Tivoli is known for its well-preserved mural painting, dating from the end of the 
XII century to the beginning of the XIII century. The painting represents the lives of Saint Sylvester and Constan-
tine. One of the scenes depicts Saint Sylvester slaying a dragon. In the text of Life of the saint, his victory over 
the dragon became extremely important for Christians. This image is said to have worked as a papal political 
claim during the reign of Pope Innocent III (c. 1160–1216). Though a number of works about Saint Sylvester and 
the Dragon remain in Rome, Calvi, Ceri, Pisa, Tivoli, and Alatri, they have not been taken into consideration. This 
paper reconsiders Saint Sylvester and the Dragon in the Church of San Silvestro in Tivoli in comparison with 
other mural paintings around Rome.
　Through examination of original texts about the Life of Saint Sylvester, other scenes of the Cycle, other sub-
jects, and a new motif, the paper demonstrates that the Saint Sylvester and the Dragon scene has been connected 
with the image of Traditio legis in the conch in the Church of San Silvestro in Tivoli. Traditio legis is the early 
Christian iconographic motif of Christ distributing his New Low in the form of a scroll to the apostles Peter and 
Paul. Accordingly, the paper concludes that Saint Sylvester’s victory over the dragon and Traditio legis were com-
bined and evoked images of Christian victory over harmful effects.
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伝サイクル）が 4場面展開し、最終場面として「シ
ルウェステルの竜退治」（以下、「竜退治」）が描か
れた（図 1）。これまでの研究は、ティヴォリのシ
ルウェステル伝サイクルと教皇インノケンティウス
3世（在位 1198-1216）の著作、書簡の内容に類似
性を見出し、シルウェステルとコンスタンティヌス
帝の姿を教皇対神聖ローマ皇帝の軋轢の表象ととら
えてきた。本論では、ティヴォリの「竜退治」にお
いて竜の身に着ける装飾品が「竜退治」では前例の
ないモティーフであることに着目し、他作例との詳
細な比較考察を通じて、ティヴォリにおける「竜退
治」の再考を試みたい。
『シルウェステル伝』と
『コンスタンティヌスの寄進状』
　シルウェステル伝サイクルの基本的な典拠は『シ
ルウェステル伝』と『寄進状』となる。
　『シルウェステル伝』には主に 3つのリセンショ
ンが伝わり、A版、B版、C版と呼ばれている。レ
ヴィソンはこの聖人伝の A版及び B版の起源を 5
世紀以降に求めたが、ポールカンプは 380年から
410年の間に A版の起源を推定し、レヴィソンに
異論を唱えた⑶。これまで、ラテン語写本が約 300
冊、ギリシア語写本が約 90冊、そして多数のシリ
ア語写本が確認された⑷。最古のリセンションとみ
なされる A版は二巻構成で、一巻目は、シルウェ
ステルの生い立ちから始まり、キリスト教とユダヤ
教の論争の準備をする場面まで、二巻目はユダヤ教
祭司 12人との論争と竜退治までを記す。B版は一
巻構成となり、竜退治の記述に A版と相違点があ
る。C版は A・B版にシルウェステルの臨終、埋葬、
奇跡に関する加筆がなされ、少なくとも 9世紀半ば
に成立した⑸。
　『寄進状』は、756年のピピンの寄進から、800
年のカール大帝戴冠までの間に、ローマの聖職者に
よって作成された偽書である⑹。この偽書は、前半
部（1-10節）のコンスタンティヌス帝のキリスト
教への改宗と、後半部（11-20節）の寄進の二部で
構成される。『寄進状』は 11世紀後半に至るまで、
教皇庁で用いられていなかったが、神聖ローマ皇帝
と教皇の対立が深まるなか、教皇の世俗的権力を正
当化する論拠となった⑺。
　『寄進状』に含まれる説話部分は『シルウェステ
ル伝』に着想を得たため、共通するエピソードもあ
るが、「竜退治」は『シルウェステル伝』のみが伝
える。
ティヴォリ、サン・シルヴェストロ聖堂
　ティヴォリはローマから東に約 30km離れた都市
であり、サン・シルヴェストロ聖堂はその旧市街に
位置する。同聖堂はおそらく 1100年代に三廊式バ
シリカとして建てられた後、側廊が取り払われ、単
廊式に縮小された⑻。身廊の西端にアプシスと勝利
門壁面を備えた内陣があり、内陣内部には祭壇とコ
ンフェッシオが残っている⑼。アプシス、勝利門壁
面、身廊南北壁面にフレスコ画を有しており、様式
や漆喰層の観察からアプシスと勝利門壁面の壁画は
同時期の制作とみなすことができる。
　アプシス・コンカにはトラディティオ・レギスが
描かれ、コンカ下部には、羊の行列、聖母子、洗礼
者ヨハネ、福音書記者ヨハネ、旧約聖書の人物像に
加えて、シルウェステル伝サイクルが配される。勝
利門壁面の上部には、中央のキリストのメダイヨン
を両側から、燭台、黙示録の四つの生き物、黙示録
の二十四人の長老が囲む。勝利門壁面のスパンドレ
ルには、左側にエリヤの昇天、右側にアブラハムと
メルキゼデク、下部には聖人が描かれる（図 2）。
シルウェステル伝サイクルは、重い皮膚病に罹患し
たコンスタンティヌス帝のエピソードから始まり、
皇帝の洗礼、ユダヤ教祭司との論争、シルウェステ
ルが雄牛を生き返らす奇跡、ローマ人を襲う竜を退
治するエピソードで終わる。本論の中心となる「竜
退治」の詳細については後述する。
　サン・シルヴェストロ聖堂の壁画は全体として保
存状態も良く、ローマ周辺における貴重な作例の一
つであろう。トエスカ以来、ティヴォリの作例は、
11世紀末のサン・クレメンテ聖堂壁画と 13世紀前
半に遡るアナーニ司教座聖堂クリュプタ壁画を結び
つける作例と考えられてきた⑽。先行研究では、制
作年代に関する研究者の見解が一致していなかった
が、近年は様式的・図像学的観点に基づいて 12世
紀末から 13世紀前半と推定される⑾。
　マッティエは、シルウェステル伝サイクルを神聖
ローマ皇帝フリードリヒ 1世（在位 1155-90）によ
るティヴォリ占領（1157年）と十字軍への出発
（1188年）という史実との関係から、1157-70年の
間に制作されたとみなし、図像の典拠には『寄進状』
を指摘した⑿。
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　デムスによれば、モニュメンタルな構成、色彩、
細部の様式から、ティヴォリの画家はシチリア、モ
ンレアーレなどの壁画装飾に精通しており、ティ
ヴォリの壁画を完成した後、アナーニ司教座聖堂ク
リュプタで「聖
トランスラティオ
遺物移動の画家」になったという。
また、マッティエ同様にシルウェステル伝の典拠を
『寄進状』と考え、制作年代を 1205-10年と提案し
た⒀。
　サン・シルヴェストロ聖堂装飾に関する唯一のモ
ノグラフは、ティヴォリとアナーニの作例が様式
的・図像学的に類似することを明らかにした。ラン
ツは、シルウェステル伝サイクルに教皇インノケン
ティウス 3世が世俗権力に対して教皇権の優位性
を読み取り、ティヴォリの制作年代をインノケン
ティウス 3世とホノリウス 3世（在位 1216-27）の
治世期である 1210-25年とみなした⒁。典拠に『シ
ルウェステル伝』を指摘したが、各場面に何が描か
れていたかという詳細な分析を行っていない。ティ
ヴォリのシルウェステル伝に描かれた 4場面はい
ずれもキリスト教信仰に関わっており、『寄進状』
に認められるような、皇帝権に対する教皇権の優位
性を主張する場面は描かれていないため、筆者はシ
ルウェステル伝サイクルを教皇と皇帝の政治的衝突
とみなす見解に同意できない。
　ガンドルフォは、マッティエ、ランツによるシル
ウェステル伝サイクルの政治的解釈を否定した⒂。
ティヴォリの壁画は、アナーニの「聖
トランスラティオ
遺物移動の画
家」や在位中のインノケンティウス 3世を描くサク
ロ・スペーコの壁画と比較すると、12世紀前半の
ティヴォリ司教座聖堂三連祭壇画やティヴォリ近郊
カザーペのキリスト板絵に近いため、ガンドルフォ
は 12世紀末から 13世紀初めを制作年代と定めた。
　チェーリ、サンタ・マリア・インマコラータ聖堂
のモノグラフにおいて、ツォメリゼはローマ周辺に
おける「竜退治」を概観した。「キリストの代理人」
という称号を用いた教皇であるインノケンティウス
3世が、シルウェステル伝サイクルをティヴォリの
聖堂に描かせたならば、図像の典拠は『シルウェス
テル伝』ではなく、政治的意図と結びついた『寄進
状』となったはずであろう⒃。ツォメリゼもガンド
ルフォ同様に、ティヴォリのシルウェステル伝の主
要なテーマが、皇帝に対する教皇権の優位性の主張
ではないことを指摘し、ティヴォリの壁画は叙任権
闘争後、つまり 1122年のヴォルムス協約以後、
1198年にインノケンティウス 3世が即位する以前
に制作されたと推定する。
　近年、マッダーロは、デムスとランツの見解を再
び取り上げ、ピサとティヴォリの作例を 12世紀末
からインノケンティウス 3世の治世期とみなした。
マッダーロの解釈には、後ほど言及したい⒄。
　制作年代、典拠、「聖
トランスラティオ
遺物移動の画家」とティヴォ
リの画家の関係性が議論の中心であったが、これま
で、ティヴォリにおいてシルウェステル伝がアプシ
スという聖堂で最も重要な空間に表された点は注目
されなかった。シルウェステル崇敬は中世を通じて
広まっていたが、より高まった時期にアプシスに配
されたと考えてよいだろう。後述するアラートリの
「竜退治」を除いて、アプシス内に配置されたもの
は伝わっていない⒅。それらを踏まえた上で、筆者
は壁画の制作年代を 12世紀後半から 13世紀初め
ととらえたい。
「シルウェステルの竜退治」
　『シルウェステル伝』はローマを舞台に展開する
聖人伝であり、ローマの歴史・地誌と密接に関連し、
ローマの指標となるモニュメントにも言及する。絵
画化された「竜退治」においても、『シルウェステ
ル伝』の版により、竜の洞窟の位置、洞窟の深さ、
同行者などの詳細が異なる⒆。
　シルウェステルの夢にペテロとパウロが現れ、洞
窟に住む竜が猛毒の息を吐き、1千人のローマ人が
死んでいると告げた。皇帝の改宗以前は、ウェスタ
神殿の巫女は竜に、1ヵ月に一度餌を与えていたが、
改宗後、生贄を止めたため竜は毒気を吐き出すよう
になっていた。異教神官は生贄の再開を求めたが、
シルウェステルはそれに反対し、竜を退治するため
に洞窟へ降りていく。そしてペテロが彼の前に現
れ、竜を従わせる言葉を教える。シルウェステルは、
司祭 2人と異教神官 2人を従えて洞窟へ下り、竜
の口を麻の紐で縛り、それに十字架の印章で封印し
た。シルウェステルと司祭は無事であったが、神官
は毒気に当てられて気絶し、シルウェステルによっ
て洞窟の外へと運ばれた。この奇跡によって多数の
ローマ人はキリスト教へと回心したという。
　A版では、シルウェステルが司祭 2人を伴って、
150段の階段を下り、ウェスタ神殿近くにある竜の
洞窟へたどり着く。このウェスタ神殿は、ポールカ
ンプによればローマ中心地フォルムのウェスタ神殿
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と同一である⒇。12世紀半に記されたローマの巡
礼ガイドブック『都市ローマの驚異』も、古代には
ウェスタ神殿の地下に竜が住んでいたと伝える21。
A版の著者はローマが竜の猛毒で危機に陥るきっ
かけとなった竜について指摘するため、ウェスタ神
殿の巫女による竜への生贄について述べた22。
　B版では、シルウェステルが司祭 3人と助祭 2人
を連れて、365段の階段を下り、フォルム同様、ロー
マ中心地であるカピトリヌス丘の下にある「あたか
も冥府であるかのような場所（quasi ad infernum）」
にある竜の洞窟へ向かう23。A版と異なり、B版で
は巫女を従えた魔術師が竜に生贄を与えた24。『都
市ローマの驚異』以後、竜はフォルムの地下の洞窟
に住むと記され、カピトリヌス丘がシルウェステル
伝の歴史的・地誌的研究で重要性を帯びるのは 19
世紀以降である25。
　C版の竜退治に関する描写は、B版に依拠してお
り、差異がない。
　ポールカンプは、B版における竜の洞窟と「あた
かも冥府であるかのような場所」の記述について考
察した。9世紀以降、パラティヌス丘の斜面全体は
「冥府（infernus）」と呼ばれ、『都市ローマの驚異』
の著者もパラティヌス丘の辺りを「冥府」と呼んで
いた26。また、「竜退治」で最後の審判の日まで閉
じ込められる竜は『ヨハネの黙示録』（12: 1-9、20:
1-3）で天使に 1千年間鎖で繋がれた竜と対比され
る27。くわえて、シルウェステルが洞窟へ下りる行
為は、キリストの「冥府降下」を連想させ、シルウェ
ステル伝で洞窟へ下りる際に言及された鉄の扉は
「冥府降下」における冥府の扉と共通するモティー
フとなる28。シルウェステルと竜の戦いは異教に
よって危機にさらされたローマを救うための「降
下」であり、「冥府降下」に着想を得たと考えられる。
　ツォメリゼによると、ウェスタ神殿などの地誌的
異教伝承とキリスト教のイメージが混在する『シル
ウェステル伝』は 12世紀のローマでよく知られて
おり、ローマ教会はシルウェステル伝をローマの歴
史を語る際に使用していた。新しいキリスト教的コ
ンテクストにおいて、古代ローマの歴史と新しいキ
リスト教伝承の間に連続性を持たせながら、キリス
ト教へと変化した社会状況を理解させるために用い
られたという29。
作例
　ローマ周辺における「竜退治」の最も古い作例は、
ローマ、エスクイリヌス丘に建つサンティ・シル
ヴェストロ・エ・マルティーノ・アイ・モンティ聖
堂の壁画断片である（図 3）。現在の壁画は損傷が
激しく確認できないが、ヴィルペルトの水彩画で
は、正方形に近い画面左上部に“VBI S(AN)C(TV)
S SILVEST(E)R ORE [LIGAT]DRACONE[...]”とい
う銘文が認められる30。画面左には、剃髪、黄色の
カズラとパリウムを身にまとったシルウェステルが
腕を右に突き出し、竜の口を締める仕種をしている
が、シルウェステル右側の竜は色褪せており全体像
を確認できない。また画面右には、三角破風、2本
の円柱、ニッチを備えた建築物が建つ。背景は上部
が青色、下部が茶色に近い色であり、シルウェステ
ルの後方には茶色の箱状のモティーフがある。
　同聖堂壁画は、教皇レオ 4世（在位 847-55）の
治世に遡るとみなされたが、アンダローロは教皇ハ
ドリアヌス 1世（在位 772-95）在位中、778-79年
に制作年代を早める提案をした31。
　ヴィルペルトは同聖堂にシルウェステル伝サイク
ルが展開し、「竜退治」がその 1場面であったとと
らえた32。しかし、ローマ周辺にシルウェステル伝
サイクルが成立したのは、12世紀以降であった。
「竜退治」が 11世紀から 13世紀に集中して表され
たことを考慮すれば、エスクイリヌスの同図像は早
い時期に描かれた例外的作例といえるだろう33。
　ポールカンプは画中の建築物がフォルムのウェス
タ神殿を表すと判断し、同場面が『シルウェステル
伝』A版を参照したとみなした。一方、ツォメリゼ
は、神殿が円形であり典拠には従っていないが、「冥
府」と呼ばれる区域に建っていたサンタ・マリア・
アンティクァ聖堂に類似すると述べた34。
　ローマ、サン・クリソーゴノ聖堂地下には、初期
キリスト教時代のバシリカの遺構が残っており、身
廊右壁に断片的な「竜退治」が現存する35（図 4）。
断片中央、ダルマティカ、カズラ、パリウム、十字
架模様のストラを身にまとうシルウェステルは左側
の竜の口に両手で紐を巻き付けている。横顔で表さ
れた竜は口と目を大きく開き、歯も見せる。竜の左
側には画面を区切る円柱、シルウェステルの右側に
は画面を区切る枠が描かれた。ブレンクによると、
身廊右壁に展開した同場面やベネディクトゥス伝な
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どの壁画は 1051-71年に制作されたが、ロマーノは
1051-75年頃とみなした36。同場面の左側壁面は失
われたため、シルウェステル伝がサイクルとして存
在したか明らかになっていない。
　「竜退治」は現在のカンパーニア州カルヴィ、グ
ロッタ・デイ・サンティでも描かれた37（図 5）。
グロッタ・デイ・サンティは中世に壁画装飾が施さ
れた洞窟である。シルウェステルは洞窟内 4カ所に
描かれ、うち 3カ所では竜を伴うが、イコン的な正
面観で表されている。この竜は、シルウェステルの
アトリビュートとして、また洞窟内の「竜退治」場
面を想起させる役割を担ったのだろう。同場面は煉
瓦状壁面で分割されている。煉瓦の左側、シルウェ
ステルは、長い身体をよじる竜の口を紐で締めてい
る。シルウェステルの右背後には、助祭 2人がつき
従い、うち 1人は冊子本を前方へ持ち上げる。シル
ウェステルらと竜は山のように屹立した洞窟の中に
描かれ、洞窟の上には祝福を与える仕草のペテロと
パウロが胸像で現れる。画面右、煉瓦状壁面には、
宝石で飾られた笏を持ち、王冠を戴いたコンスタン
ティヌス帝が廷臣を引き連れる。
　先行研究において、ベルティンクとピアッツァの
提案する制作年代の詳細は異なるが、両者とも 11
世紀後半の制作と推定した38。シルウェステル伝が
サイクルとして表されたのか見解は一致していな
い。「竜退治」場面下部に、雄牛の奇跡場面を認め
る見解もあるが、「竜退治」周辺の壁面は損傷が激
しく、他の場面の同定は困難となる。
　カルヴィでは、ティヴォリや後述するチェーリな
どの作例と異なるモティーフが配され、『シルウェ
ステル伝』を忠実に描き出すことに重点を置いてい
ないようである。ローマのフォルムを示すウェスタ
神殿、竜の住処へ下りるための階段は、「竜退治」
では重要なモティーフだが、カルヴィには洞窟とレ
ンガ状壁面が描かれ、竜退治がローマのフォルムの
ウェスタ神殿もしくはカピトリヌス丘付近で起きた
ことを伝えていない。シルウェステルに従う助祭 2
人は通常松明もしくは吊り香炉を持つが、カルヴィ
の助祭は冊子本をシルウェステルの背後から竜に向
ける。くわえて、カルヴィ以外にコンスタンティヌ
ス帝と廷臣が竜退治と同一場面に配される作例は知
られていない。
　カルヴィの作例は、ローマ起源の図像がカンパー
ニアへ伝播したことを示す。モティーフが改変され
たのは、カルヴィ特有の洞窟という環境によると考
えられる。ピアッツァによれば、カルヴィに限らず
中世を通じて洞窟には悪魔が住むとみなされ、悪魔
に対するある種の魔除けとして洞窟内に悪魔と戦う
聖人図像が好んで描いたという。画面からローマを
示唆する建築物を取り除き、代わりにカルヴィと同
じ洞窟モティーフだけを残すことで、画中の洞窟に
カルヴィを重ねる効果が生み出されたといえる。ベ
ルティンクによると、助祭の持つ冊子本はペテロが
シルウェステルに伝えた竜を倒す言葉を示唆し、暗
闇に包まれた洞窟を明るく照らす神の言葉となり、
助祭は松明を持つ必要がなくなる39。画中のペテロ
とパウロは竜を倒す言葉に加え、シルウェステルと
助祭らに対する守護を表す。
　ローマ近郊、チェーリ、サンタ・マリア・インマ
コラータ聖堂身廊側壁には、複数の聖人伝を 4場面
描いており、1場面に「竜退治」が認められる40（図
6）。画面中央、シルウェステルは紐で左に立つ竜の
口を縛っており、シルウェステルの右には松明を掲
げた 2人の司祭エウスタキウスとコンスタンティ
ヌスが付き添う。彼らの背景には、三廊式建築物、
続いて右には鉄の扉をもつ建築物と階段、左には竜
の洞窟が並ぶ。洞窟の左上ではペテロとパウロがカ
ルヴィのように祝福を与える41。画面右端の階段上
では、異教神官ポルフィリウスとトルファトゥスが
竜の猛毒で倒れている42。
　チェーリの背景に描かれた三廊式建築物は、『シ
ルウェステル伝』A版のフォルムのウェスタ神殿、
『都市ローマの驚異』で「冥府」と呼ばれた場所に
建つサンタ・マリア・アンティクァ聖堂、サンタン
トーニオ聖堂のいずれかであろうが特定できない。
『シルウェステル伝』B版では竜の洞窟をカピトリ
ヌス丘の地下に置いたため、チェーリの「竜退治」
が B版ではなく A版に依拠するのは明らかであろ
う。画中の銘文でも A版で登場する司祭の名前を
記したように、チェーリは『シルウェステル伝』A
版を忠実に絵画化したが、倒れた神官たちは他の作
例で表現されないモティーフである。ツォメリゼに
よれば、ローマを守護する両使徒がローマ教会の代
表としてのシルウェステルと後継者の司祭に付き
添ってチェーリの竜退治に現れるのは、ローマ教会
が両使徒の下でまとまったことを示す43。典拠では、
竜退治以前コンスタンティヌス帝の夢に両使徒が出
現するものの、竜退治ではペテロのみがシルウェス
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テルのもとに現れる。チェーリでは、コンスタン
ティヌス帝の夢に現れる両使徒が竜退治でも繰り返
されたともとらえられる。
　チェーリにおいて、ローマ教会の代表としてシル
ウェステルは異教信仰と反キリストの象徴である竜
を打ち負かす。竜の猛毒に倒れ、シルウェステルに
救われる神官を新しいモティーフとして「竜退治」
に挿入したことで、異教の敗北とシルウェステルの
勝利がより強調されたと考えられる。
　ピサ、サン・シルヴェストロ聖堂扉口楣にはシル
ウェステル伝サイクルの浮彫が展開していた（図
7）。現存作例において、ピサの浮彫は典拠『シル
ウェステル伝』を最も忠実に図像化した作例といえ
る。ここでは、上段左から右にかけて「幼児の捕獲」、
「コンスタンティヌス帝に慈悲を請う母親」、「コン
スタンティヌス帝の夢」、「シルウェステルとコンス
タンティヌス帝」、「ソラクテ山のシルウェステル」、
「シルウェステルをローマへ連れて行く使者たち」、
下段左から「使徒ペテロとパウロのイコンをコンス
タンティヌス帝に見せるシルウェステル」、「コンス
タンティヌス帝の洗礼」、「ユダヤ教祭司たちとの論
争」、「雄牛の奇跡」、「竜退治」が表現された。「竜
退治」では、楣の右端に竜が配され、その左にシル
ウェステルが立つ。シルウェステルと竜の頭部、シ
ルウェステルの腕が欠けているが、ティヴォリのよ
うに、竜の首は上方で大きく曲げ、頭部を下にして
いる。
　ピサの場合、浮彫であるため、各場面を構成する
モティーフが省略され、「竜退治」に同行する助祭、
神官、ウェスタ神殿などの地誌的モティーフは一切
ない。マッダーロは、ピサとティヴォリの作例が
12世紀末に制作され、12世紀末から教皇ボニファ
ティウス 8世（在位 1294-1303）治世期にかけて高
まった反ユダヤ主義論争が反映したとみなす44。
マッダーロは詳細を記していないが、ピサとティ
ヴォリのサイクルで「ユダヤ教祭司との論争」と
「竜退治」が大部分を占めたため、このような見解
に至ったのだろう。しかし、典拠『シルウェステル
伝』A版二巻の大部分が「論争」と「竜退治」につ
いて記していたので、ピサとティヴォリの作例が両
場面を詳しく描いたとも考えられる。
　ローマの司教座聖堂であるサン・ジョヴァンニ・
イン・ラテラーノ聖堂東側柱
ポルティコ
廊にはモザイクが施さ
れていた45（図 8）。これらのモザイクは現存しな
いが、17世紀末の水彩画とスケッチにより伝わる。
モザイクの制作年代は、1188-98年とみなされる。
水彩画とスケッチによれば、「4隻の船」、「エルサ
レム包囲」、「コンスタンティヌス帝の寄進」、「コン
スタンティヌス帝の洗礼」、「洗礼者ヨハネの斬首」、
「竜退治」、「福音書記者ヨハネの殉教」が表された。
「竜退治」の画面左側、教皇のパリウムを身にまと
い、ミトラを被ったシルウェステルは右側の巨大な
竜の口を紐で縛っている。シルウェステルの左背後
では、助祭 1人が十字架と吊り香炉を持つ。
　柱
ポルティコ
廊に洗礼者ヨハネ、福音書記者ヨハネが描かれ
たのは、ラテラーノ聖堂が所有していた重要なヨハ
ネらの聖遺物を称えるためであり、「寄進」場面は
同聖堂が皇帝によって創建されたことを明示したと
いう。くわえて、ローマ教会を率いる教皇（シルウェ
ステル）は新しいモーセであり、コンスタンティヌ
ス帝以来、皇帝に対する優位性を保つことを主張し
ている46。
　ローマ、サンティ・クアットロ・コロナーティ聖
堂サン・シルヴェストロ礼拝堂のシルウェステル伝
サイクルにおいても、「竜退治」が描かれたが画面
上部を除く大部分が剝落している47（図 9）。画面
中央には、司祭 3人と助祭 2人が画面左方向を向
き、彼らの右側には教皇冠を被ったシルウェステル
が立つ。シルウェステルらは頭部から肩までしか
残っていないが、シルウェステルの背景には洞窟の
ようなモティーフがあり、おそらくその中に竜が描
かれていたのだろう。5人の聖職者の左には 3つの
塔と城壁が交互に並んでいる。
　教皇インノケンティウス 3世の甥・教皇代理ステ
ファノ・コンティが枢機卿の住居を拡大する際、
1246年に壁画装飾が施されたと礼拝堂内銘文が伝
えている。この時期、教皇インノケンティウス 4世
（在位 1243-54）がリヨン公会議で神聖ローマ皇帝
フリードリヒ 2世を廃位させ、教皇と皇帝との衝突
は一層激しかった。よって、コンティの礼拝堂では、
皇帝権に対する教皇権の優位性が『シルウェステル
伝』と『寄進状』を典拠としたシルウェステル伝サ
イクル 10場面を用いて主張されたという48。『寄進
状』では、コンスタンティヌス帝がシルウェステル
とその後継者に王冠、フリギウム、衣服、装飾品を
与えたところ、シルウェステルは王冠ではなく白い
フリギウムを被ったと記す49。礼拝堂壁画も『寄進
状』に呼応し、シルウェステルは前半部において剃
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髪だが、「コンスタンティヌス帝の寄進」後、「馬丁
の務め」からフリギウムを被った姿で描かれた50。
　シルウェステルが 5人を率いているため、シル
ヴェストロ礼拝堂の「竜退治」の典拠は『シルウェ
ステル伝』B版であると考えられる。画面上部に塔
と城壁が遠景として描かれており、チェーリやティ
ヴォリのようなフォルムのウェスタ神殿、サンタ・
マリア・アンティクァ聖堂、サンタントーニオ聖堂
などの建築物が認められない。こうした描写から、
礼拝堂の竜の洞窟はカピトリヌス丘の地下であった
とも考えられるが、大部分が剝落したため、詳細を
確認できない状態である。
　アラートリのサン・シルヴェストロ聖堂は、11
世紀に献堂され、聖堂内には 13～15世紀に遡る壁
画装飾が残る51（図 10）。部分的な剝落がある「竜
退治」は勝利門壁面の右側基部に配される。画面中
央、剃髪のシルウェステルは教皇のパリウムを身に
まとって、左側の竜の口を紐で締める。シルウェス
テルの右には助祭 2人が並び、1人は司教杖を携え
ている。背景は濃紺色で塗られ、建築物は認められ
ない。
　先行研究によれば、アラートリの壁画は 1200－
10年に制作された。サン・シルヴェストロ聖堂の
大部分の壁画は剝落し、全体像を確認できないが、
マッダーロは、アラートリに「竜退治」だけでなく
シルウェステル伝サイクルが描かれ、ティヴォリの
聖堂装飾プログラムを踏襲する装飾プログラムが展
開したと考えた52。たしかに、アプシスに表された
ティヴォリの「竜退治」と勝利門壁面に描かれたア
ラートリの作例には、図像配置という点で影響もあ
り得るが、「竜退治」はシルウェステル伝の中でも
頻繁に単独で表されたエピソードであった。「竜退
治」場面の存在から、アラートリにシルウェステル
伝サイクルが展開したと想定するマッダーロに筆者
は同意しない。
　ローマ周辺における「シルウェステルの竜退治」
を概観してきたが、ここでティヴォリ、サン・シル
ヴェストロ聖堂の作例を取り上げたい（図 1）。画
面中央、剃髪のシルウェステルは教皇の衣服を身に
まとい、右側に立つ竜の口を十字架の封印がついた
紐で縛る。シルウェステルの左に助祭 2人が松明と
吊り香炉を持って付き添っており、彼らの背景には
アプシスを備えた大きな建築物がある。続いて、シ
ルウェステルと竜の背後には両側に 2本の円柱が
立った階段、竜の洞窟を示唆する建築物が並ぶ。竜
は洞窟の中で長い首を曲げて眼を閉じながら、かぎ
爪を前方へ突き出しており、防御するようである。
前述の作例群とティヴォリの作例を比較すると、い
くつかの特徴が明らかになる。①「竜退治」はシル
ウェステル伝サイクルの 1場面である。②シルウェ
ステル伝サイクルが左から右へ進むため、竜の洞窟
は、ピサの浮彫同様に画面左側から右側へ移動す
る。③竜は灰色がかったエプロン状のものを胴体に
巻く。④階段の両側にある円柱の上に渦巻き状のモ
ティーフが描かれる。⑤チェーリのように、洞窟へ
行くための建物に鉄の扉が描かれていない。⑥銘文
は記されていない。⑦使徒ペテロとパウロが描かれ
ていない。
　ティヴォリの建築物の描写から、「竜退治」が起
きたのは『シルウェステル伝』A版のフォルムの
ウェスタ神殿、『都市ローマの驚異』で「冥府」と
呼ばれた場所に建つサンタ・マリア・アンティクァ
聖堂、サンタントーニオ聖堂のいずれかであると考
えられるが、チェーリ同様、画中に特定する要素は
描かれていない。シルウェステルに付き添う助祭が
2人であること、建築物の描写を考慮すると、ティ
ヴォリの「竜退治」が『シルウェステル伝』A版を
典拠にしたのは明白であろう。
　「竜退治」の 2人の助祭が「コンスタンティヌス
帝の洗礼」、「論争」、「雄牛の奇跡」においてシル
ウェステルの傍らに立つ助祭と外見が酷似すること
に、注目したい。助祭らは、剃髪であるが、1人は
縮れ毛でもう一人は丸みを帯びた髪型であり、描き
分けられている。ランツはシルウェステルら 3人を
3場面に配したことについて典礼的要素を指摘した
が、ティヴォリの助祭らは単なる助祭ではなく、シ
ルウェステルの後継者たちであり、シルウェステル
ら 3人は「ローマ教会」の表象とも考えられる53。
カルヴィ、チェーリでは、「竜退治」に使徒ペテロ
とパウロが表され、ローマを守護する両使徒が
「ローマ教会」を示唆するシルウェステルと後継者
の司祭に付き添っていた。ティヴォリの「竜退治」
に両使徒は描かれないが、シルウェステル伝の上
部、アプシス・コンカにはトラディティオ・レギス
という、キリストが使徒ペテロに法を授与し、使徒
パウロがそれを称揚する図像が配される54。トラ
ディティオ・レギス図像はカルヴィとチェーリにお
ける両使徒と同様の機能を担い、両使徒、シルウェ
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ステル、後継者らがキリストの下でつながり、シル
ウェステルらは正統な後継者とみなされる。
　先行研究において、13世紀初頭にはシトー会や
ドミニコ会修道士による異端との討論会が行われて
おり、ティヴォリやその他のシルウェステル伝サイ
クルの「論争」場面に反映した可能性、ピサとティ
ヴォリのサイクルにおける反ユダヤ主義が指摘され
ていた55。筆者がティヴォリの「論争」場面を詳細
に観察したところ、ティヴォリの竜は、灰色がかっ
たエプロン状のものを胴体に巻き付けている（図
11）。このようなモティーフは、比較作例に認めら
れず、先行研究でも言及がなされていない。このエ
プロン状モティーフが何かの象徴であるならば、
ティヴォリの壁画が描かれた時代の竜の表象を知る
手かがりとなるだろう。竜の身に着けたモティーフ
は、母ヘレナを先頭としたユダヤ教祭司集団の 1人
が腰に巻く服飾品と共通するが、何のモティーフか
は明らかになっていない。このモティーフから、
ティヴォリの竜がユダヤ教祭司を象徴とみなすこと
もできるが、ティヴォリの「竜退治」を反ユダヤ主
義的図像みなすのは性急だろう。同サイクルは、特
定の相手（神聖ローマ皇帝、異端、ユダヤ教など）
に対する勝利よりも、キリスト、ペテロ、パウロの
助けによって奇跡を起こし、キリスト教に反する全
てのものに勝利するシルウェステルを描き出したと
考えられる。
おわりに
　「シルウェステルの竜退治」は、皇帝権に対する
教皇権の優位性をアピールするための図像とみなさ
れていたが、典拠の『シルウェステル伝』はローマ
を舞台にした聖人伝であり、各場面がローマでよく
知られたモニュメントと結び付くことを忘れてはな
らない。「シルウェステルの竜退治」にはローマの
カピトリヌス丘、古代異教のヴェスタ神殿、中心地
フォルムで「冥府」と呼ばれる場所に建つサンタ・
マリア・アンティクァ聖堂などを画中に表す作例も
認められ、古代異教ローマとキリスト教モティーフ
が壁画に混在する。
　『シルウェステル伝』のリセンションの違い、周
囲に配された図像、挿入されたモティーフとの関係
から、図像を読み解いた結果、キリスト、使徒ペテ
ロ、使徒パウロが同じ聖堂内、もしくは画中に描か
れたティヴォリ、カルヴィ、チェーリの「シルウェ
ステルの竜退治」は、神聖ローマ皇帝、異端、ユダ
ヤ教に対するローマ教皇の優位性を示すという政治
的プロパガンダよりも、むしろ、キリスト、使徒ペ
テロ、使徒パウロに導かれたシルウェステルの勝利
を想起させる役割を担う。
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図 1　ティヴォリ、サン・シルヴェストロ聖堂　アプシス下部「シルウェステルの竜退治」
図 3　 ローマ、サンティ・シルヴェストロ・エ・
マルティーノ・アイ・モンティ聖堂
「シルウェステルの竜退治」
図 2　 ティヴォリ、サン・シルヴェストロ聖堂
アプシス
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図 5　 カルヴィ、グロッタ・デイ・サンティ
「シルウェステルの竜退治」
図 6　チェーリ、サンタ・マリア・インマコラータ聖堂
図 4　 ローマ、サン・クリソーゴノ聖堂身廊右壁
「シルウェステルの竜退治」
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図 9　ローマ、サンティ・クアットロ・コロナーティ聖堂　サン・シルヴェストロ礼拝堂「シルウェステルの竜退治」
　図 7　 ピサ、サン・シルヴェストロ聖堂扉口楣　
ピサ、サン・マッテオ美術館　所蔵 図 8　ローマ、サン・ジョヴァンニ聖堂　ポルティコ
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図 10　アラートリ、サン・シルヴェストロ聖堂「シルウェステルの竜退治」
図 11　ティヴォリ、サン・シルヴェストロ聖堂　アプシス下部「論争」（部分）
